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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

二
一
〇

　

河
内
祥
輔
先
生
は
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
北
海
道
大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
、

同
年
四
月
、
法
政
大
学
文
学
部
教
授
と
し
て
史
学
科
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
三
月
末
日
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

六
年
間
の
在
任
中
に
は
、
大
学
院
で
日
本
史
学
原
典
研
究
・
日
本
中
世
史

特
殊
研
究
・
史
学
特
研
演
習
を
、
学
部
で
日
本
史
概
説
・
日
本
古
文
書
学
・

日
本
中
世
史
演
習
・
日
本
史
特
講
、
こ
の
ほ
か
基
礎
科
目
や
通
信
教
育
の
ス

ク
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
ご
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
は
、
多
忙
な
校
務

の
な
か
で
、
中
世
天
皇
制
に
関
す
る
著
書
や
論
文
を
精
力
的
に
執
筆
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
天
皇
制
に
関
す
る
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
の
研
究
に
お

い
て
も
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
先
生
の
御
経
歴
・
御
業
績
の
紹
介
を
す
る
と
共
に
、
お
人
柄
の
一

端
を
紹
介
し
、
こ
れ
ま
で
の
学
恩
に
感
謝
の
意
を
表
す
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

河
内
祥
輔
教
授
の
履
歴
と
業
績

【
略
年
譜
】

一
九
四
三
年	

十
月	

北
海
道
に
生
ま
れ
る
。

一
九
六
二
年	

三
月	

北
海
道
札
幌
南
高
等
学
校
卒
業
。

一
九
六
三
年	

四
月	

東
京
大
学
入
学
。

一
九
六
七
年	

三
月	

東
京
大
学
文
学
部
卒
業
。

	

四
月	

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学
。

一
九
六
九
年	

三
月	

同
修
士
課
程
修
了
。
同
博
士
課
程
進
学
。

一
九
七
一
年	

三
月	

同
博
士
課
程
退
学
。

	

四
月	

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
務
職
員
に
就
職
。

一
九
七
三
年	

四
月	

同
所
助
手
。

一
九
七
七
年	

五
月	

北
海
道
大
学
文
学
部
助
教
授
に
転
任
。

一
九
八
九
年	

四
月	

同
学
部
教
授
。

二
〇
〇
〇
年	

四
月	

同
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
。

二
〇
〇
七
年	

三
月	

北
海
道
大
学
を
退
職
（
定
年
。
同
大
学
名
誉
教
授
）。

	
四
月	

法
政
大
学
文
学
部
教
授
に
就
任
。

二
〇
一
三
年	
三
月	

法
政
大
学
を
退
職
。

河
内
祥
輔
先
生
を
送
る
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二
一
一

河
内
祥
輔
先
生
を
送
る

【
主
要
著
作
目
録
】

一
九
七
〇
年	

「
法
然
の
思
想
と
実
践
」（『
歴
史
学
研
究
』
三
六
五
号
）

一
九
七
六
年	

「
班
田
収
授
制
の
特
質
」（『
歴
史
学
研
究
』
別
冊
特
集
〔
世
界

史
の
新
局
面
と
歴
史
像
の
再
検
討
〕）

一
九
七
七
年	
「
大
宝
令
班
田
収
授
制
度
考
」（『
史
学
雑
誌
』
八
六
編
三
号
）

一
九
八
〇
年	

「
王
位
継
承
法
試
論
」（
佐
伯
有
清
編
『
日
本
古
代
史
論
考
』．

吉
川
弘
文
館
）

一
九
八
二
年	

「
御
成
敗
式
目
の
法
形
式
」（『
歴
史
学
研
究
』
五
〇
九
号
）

一
九
八
三
年	

「
奈
良
朝
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
」（
佐
伯
有
清
編『
日

本
古
代
政
治
史
論
考
』．
吉
川
弘
文
館
）

一
九
八
四
年	

「
勅
旨
田
に
つ
い
て
」（
土
田
直
鎮
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
奈
良

平
安
時
代
史
論
集
（
下
）』．
吉
川
弘
文
館
）

一
九
八
六
年	

『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』（
吉
川
弘
文
館
）

一
九
九
〇
年	

『
頼
朝
の
時
代
―
―
一
一
八
〇
年
代
内
乱
史
―
―
』（
平
凡
社
）

一
九
九
一
年	

「
日
本
中
世
の
朝
廷
・
幕
府
体
制
」（『
歴
史
評
論
』
五
〇
〇
号
）

	

「
大
江
匡
房
の
後
三
条
天
皇
伝
」（『
神
道
大
系
月
報
』一
〇
一
号
）

一
九
九
二
年	

「
後
三
条
・
白
河
「
院
政
」
の
一
考
察
」（
石
井
進
編
『
都
と
鄙

の
中
世
史
』．
吉
川
弘
文
館
）

一
九
九
五
年	

「
中
世
に
お
け
る
神
国
の
理
念
」（
佐
伯
有
清
先
生
古
稀
記
念
会

編
『
日
本
古
代
の
伝
承
と
東
ア
ジ
ア
』．
吉
川
弘
文
館
）

	

「
学
芸
と
天
皇
」（
永
原
慶
二
他
編
『
講
座	

前
近
代
の
天
皇

（
四
）』．
青
木
書
店
）

	

「
白
河
院
と
大
江
匡
房
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
七
七
三

号
〔
六
〇
巻
一
〇
号
〕．
至
文
堂
）

一
九
九
八
年	

「
朝
廷
・
幕
府
体
制
の
成
立
と
構
造
」（
水
林
彪
他
編
『
王
権
の

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』．
弘
文
堂
）

二
〇
〇
一
年	

「
御
家
人
身
分
の
認
定
に
つ
い
て
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
七
号
）

	

「
王
土
王
民
思
想
と
「
皇
民
」」（『
日
本
歴
史
』
六
三
四
号
）

二
〇
〇
二
年	

『
保
元
の
乱
・
平
治
の
乱
』（
吉
川
弘
文
館
）

二
〇
〇
三
年	
『
中
世
の
天
皇
観
』（
山
川
出
版
社
）

二
〇
〇
六
年	
「
中
世
の
国
家
と
政
治
体
制
」（
大
津
透
編
『
王
権
を
考
え
る
―
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

二
一
二

―
前
近
代
日
本
の
天
皇
と
権
力
』．
山
川
出
版
社
）

二
〇
〇
七
年	

『
日
本
中
世
の
朝
廷
・
幕
府
体
制
』（
吉
川
弘
文
館
）

	

「
後
醍
醐
天
皇
の
倒
幕
運
動
に
つ
い
て
」（『
法
政
史
学
』六
八
号
）

二
〇
〇
八
年	
「
村
上
天
皇
の
死
か
ら
藤
原
道
長
「
望
月
の
歌
」
ま
で
」（『
史

学
雑
誌
』
一
一
七
編
一
一
号
）

	

「
朝
廷
と
幕
府
―
―
な
ぜ
朝
廷
は
続
い
た
の
か
」（
歴
史
科
学
協

議
会
編
『
天
皇
・
天
皇
制
を
よ
む
』．
東
京
大
学
出
版
会
）

	

「
承
久
の
乱
と
天
皇
―
―
流
罪
さ
れ
た
天
皇
」（
同
右
）

二
〇
一
〇
年	

「
中
世
前
期
の
政
治
思
想
」（
宮
地
正
人
等
編
『
政
治
社
会
思
想

史
（
新
体
系
日
本
史
４
）』．
山
川
出
版
社
）

	

「
平
将
門
と
「
新
皇
」」（
同
右
〔
コ
ラ
ム
〕）

	

「
中
世
に
お
け
る
天
皇
に
つ
い
て
」（
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研

究
所
編
『
日
本
文
化
の
中
の
天
皇
―
天
皇
と
は
？
（
国
際
日

本
学
研
究
叢
書
一
二
）』）

二
〇
一
一
年	

『
天
皇
と
中
世
の
武
家
（
天
皇
の
歴
史
４
）』〔
第
一
部
・
鎌
倉

幕
府
と
天
皇
〕（
講
談
社
．
※
共
著
）
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二
一
三

河
内
祥
輔
先
生
を
送
る

　
　

河
内
祥
輔
先
生
を
送
る

後
藤　

篤
子　

　

北
海
道
大
学
で
長
く
教
鞭
を
取
ら
れ
、
日
本
中
世
政
治
史
の
分
野
で
令
名

高
い
河
内
祥
輔
先
生
が
法
政
大
学
文
学
部
史
学
科
に
着
任
な
さ
っ
た
の
は
、

二
○
○
七
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
ま
り
詳
し
く
は
語
れ
な
い
が
、
当

時
の
史
学
科
は
あ
る
問
題
を
抱
え
て
い
て
、
学
科
内
の
建
て
直
し
と
信
用
回

復
が
急
務
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
も
河
内
先
生
の
ご
令
名
と

ご
実
績
に
期
待
す
る
雰
囲
気
が
学
科
内
に
は
あ
っ
た
。
河
内
先
生
は
そ
の
よ

う
な
内
情
は
ご
存
じ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
果
た
し
て
ご
着
任
後
の

先
生
は
、
史
学
科
の
た
め
に
期
待
に
違
わ
ぬ
貢
献
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

お
人
柄
は
優
し
い
な
が
ら
も
学
問
的
に
は
厳
し
い
ご
指
導
で
、
日
本
中
世

史
を
専
攻
す
る
学
生
・
院
生
を
導
い
て
く
だ
さ
り
、
ご
着
任
後
わ
ず
か
二
年

目
の
二
○
○
八
年
度
に
は
、
人
文
科
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
（
当
時
は
ま

だ
「
史
学
専
攻
」
で
は
な
く
、「
日
本
史
学
専
攻
」
で
あ
っ
た
）
の
専
攻
主
任

河
内
祥
輔
先
生
を
送
る
言
葉

を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
六
五
歳
を
過
ぎ
た
教
員
に
は
教

授
会
執
行
部
や
学
科
主
任
等
の
「
き
つ
い
」
仕
事
は
回
さ
な
い
と
い
う
文
学

部
内
の
「
原
則
」
を
承
知
し
て
い
な
が
ら
も
、
例
外
的
に
二
○
○
九
年
度
の

学
科
主
任
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
学
科
の
無
理
な
お
願
い
に

も
、
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
。
二
○
一
○
・
二
○
一
一
年
度
に
は
法
政
史

学
会
会
長
の
任
も
お
務
め
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
毎
年
、
入
試
業
務
に
も
携
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
。

　

先
生
ご
自
身
は
、
北
海
道
大
学
を
定
年
で
お
辞
め
に
な
っ
た
後
は
、
教
育

と
ご
研
究
に
専
念
で
き
る
静
穏
な
日
々
を
期
待
し
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
だ
が
、
ご
着
任
後
、
教
育
と
ご
研
究
の
か
た
わ
ら
、
こ
の
よ
う

に
立
て
続
け
に
重
要
校
務
を
お
引
き
受
け
く
だ
さ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

苦
情
め
い
た
こ
と
が
先
生
の
お
口
か
ら
発
せ
ら
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、

い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
穏
や
か
さ
で
、
淡
々
と
仕
事
を
こ
な
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

た
だ
た
だ
感
謝
申
し
上
げ
る
し
か
な
い
。

　

そ
の
河
内
先
生
が
あ
と
二
年
定
年
延
長
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
辞
意
を

漏
ら
さ
れ
た
と
耳
に
し
た
時
に
は
、
史
学
科
が
「
酷
使
」
し
た
せ
い
で
は
な
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

二
一
四

い
か
と
案
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
先
生
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
な
い
か
ら
と
仰
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
折
に
も
学
科
内
の
事
情
を
考
慮
し

て
ご
退
職
を
一
年
延
ば
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
先
生
が
い
よ
い
よ
ご
退
職
な
さ

る
今
、
胸
に
こ
み
あ
げ
て
く
る
の
は
感
謝
の
念
だ
け
で
は
な
く
、
史
学
科
が

い
ろ
い
ろ
ご
無
理
を
お
願
い
し
た
こ
と
に
対
す
る
申
し
訳
な
さ
で
あ
る
。

　

六
年
間
と
い
う
短
い
在
職
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
政
大
学
文
学
部
史

学
科
に
決
し
て
消
え
る
こ
と
の
な
い
足
跡
を
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
河
内
先
生
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
先
生
の
ご
健
康
と
、
ま
す
ま
す
の
ご
研
究
の
発
展
を
祈
念
し
て

や
み
ま
せ
ん
。

　
　

惜
別
の
言
葉

澤
登　

寛
聡　

　

河
内
祥
輔
先
生
と
の
お
つ
き
あ
い
は
、
先
生
が
北
海
道
大
学
を
定
年
退
官

さ
れ
、
本
学
文
学
部
史
学
科
に
来
ら
れ
た
六
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

先
生
は
、
該
博
な
知
識
に
裏
づ
け
ら
れ
た
ご
著
書
も
た
く
さ
ん
出
し
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
実
に
物
静
か
に
し
て
謙
虚
な
先
生
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
最

初
の
印
象
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
印
象
は
、
今
も
代
わ
る
こ
と
な
く
続
い

て
い
ま
す
。
先
生
の
ご
専
門
は
天
皇
制
の
研
究
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
中
世

史
の
ご
担
当
な
の
で
古
文
書
学
の
授
業
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、

自
分
の
担
当
す
る
近
世
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
・
大
学
院
生
に
は
な
か
ら
ず

古
文
書
学
の
授
業
を
受
講
す
る
よ
う
に
常
日
頃
か
ら
伝
え
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
先
生
に
は
比
較
的
多
く
の
学
生
が
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
大
学
院
生
な
ど
は
、
先
生
の
古
文
書
学
の
講
義
は
、
実
に
丁
寧
で
、

か
つ
格
調
高
く
、
大
変
に
勉
強
に
な
っ
た
と
い
き
い
き
と
話
し
て
く
れ
る
の

で
す
が
、
こ
う
し
た
話
し
を
聞
く
た
び
に
、
私
も
、
先
生
の
よ
う
な
学
生
に

感
動
を
与
え
ら
れ
る
授
業
が
で
き
れ
ば
よ
い
の
だ
が
と
感
じ
た
こ
と
が
想
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

先
生
は
故
郷
も
北
海
道
と
い
う
こ
と
で
、
北
海
道
の
寒
さ
や
一
軒
家
に
住

ま
う
暮
ら
し
の
中
で
、
雪
下
ろ
し
の
作
業
が
実
に
大
変
な
事
な
ど
の
話
し
を

よ
く
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
公
務
を
代
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
と

大
変
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
北
海
道
に
お
帰
り
に
な
っ
て
も
、
ど
う

か
、
元
気
で
お
暮
ら
し
く
だ
さ
い
。
今
と
な
っ
て
は
長
い
よ
う
で
短
い
六
年

間
で
し
た
が
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
東
京
に
お
出

で
に
な
っ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
ま
た
、
お
気
軽
に
、
こ
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー

十
五
階
の
史
学
科
研
究
室
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

河
内
祥
輔
先
生
を
送
る
こ
と
ば

長
井　

純
市　

　

河
内
先
生
、
研
究
・
教
育
両
分
野
の
み
な
ら
ず
学
内
の
学
務
関
係
業
務
に

お
き
ま
し
て
、た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
、先
生
の
ご
退
職
を
迎
え
、先
生
を
送
る
こ
と
ば
を
述
べ
ま
す
こ
と
を
、

寂
し
く
思
う
と
同
時
に
、
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

河
内
先
生
を
本
学
科
に
お
迎
え
す
る
に
至
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
詳
述
致

し
ま
せ
ん
が
、
率
直
な
と
こ
ろ
当
時
本
学
科
が
苦
境
に
あ
っ
た
こ
と
を
認
め

な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
先
生
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
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二
一
五

河
内
祥
輔
先
生
を
送
る

本
学
科
、
ひ
い
て
は
本
学
全
体
が
ど
れ
ほ
ど
安
定
し
た
か
を
見
れ
ば
、
先
生

の
果
た
さ
れ
た
役
割
の
大
き
さ
が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
本
学
が
将
来
に

わ
た
っ
て
先
生
の
ご
在
職
に
感
謝
し
続
け
る
と
こ
ろ
と
確
信
致
し
ま
す
。

　

先
生
が
週
末
の
休
日
に
出
校
さ
れ
、
ご
自
身
の
研
究
に
没
頭
さ
れ
て
い
る

姿
を
拝
見
し
、
私
自
身
、
後
輩
研
究
者
と
し
て
、
た
い
へ
ん
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。
専
門
違
い
の
私
が
先
生
の
ご
研
究
を
云
々
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、

学
務
関
係
業
務
に
お
け
る
共
同
作
業
を
含
め
て
、
日
本
中
世
史
に
お
け
る
王

権
や
武
家
政
権
、
ま
た
同
時
期
の
文
化
を
論
じ
る
先
生
の
学
識
に
接
し
得
た

こ
と
は
、
私
の
人
生
に
お
い
て
幸
せ
な
時
間
で
あ
っ
た
と
確
信
致
し
ま
す
。

本
学
奉
職
以
来
、
そ
れ
ま
で
職
場
で
日
本
史
研
究
そ
の
も
の
を
話
題
と
し
て
、

楽
し
く
有
意
義
な
歓
談
の
時
間
を
持
つ
こ
と
は
、
相
手
が
大
学
院
生
を
除
け

ば
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
先
生
に
は
ひ
た
す
ら
感
謝
す
る

の
み
で
す
。

　

ま
た
、
前
任
校
と
は
気
質
の
違
う
学
生
を
暖
か
く
見
守
り
、
教
育
な
さ
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
は
、
先
生
の
温
厚
な
人
柄
そ
の
も
の
で
し
た
。
と
り
わ

け
研
究
に
専
念
す
る
大
学
院
生
に
は
心
強
い
指
導
教
員
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
生
の
ご
指
導
を

得
て
、
学
内
外
の
学
術
誌
に
論
文
を
発
表
し
た
り
、
学
会
で
研
究
報
告
を
し

た
り
す
る
大
学
院
生
が
登
場
し
た
こ
と
は
、
本
学
科
・
専
攻
の
誇
り
と
す
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
し
て
、
大
学
院
生
の
研
究
テ
ー
マ
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
生
が
い
ず
れ
に
も
真
摯
に
指
導
・
助
言
を
与
え
て

下
さ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
す
。

　

今
後
も
先
生
に
は
引
き
続
き
研
究
に
専
念
な
さ
れ
る
こ
と
と
拝
察
致
し
ま

す
。
先
生
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

今
後
と
も
私
共
を
見
守
り
、
先
生
を
師
と
仰
ぐ
学
生
を
お
心
に
掛
け
て
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

河
内
先
生
へ
の
言
葉

加
納　
　

格　

　

河
内
先
生
の
御
着
任
は
、
二
〇
〇
七
年
春
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
度
私
は
、

在
外
研
究
に
出
た
の
で
直
接
お
会
い
す
る
こ
と
な
く
御
着
任
を
過
ぎ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
私
の
在
外
研
究
は
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ス
イ
ス
と
動
き
回

る
も
の
だ
っ
た
の
で
、
住
む
と
こ
ろ
で
う
ま
く
メ
ー
ル
環
境
が
整
え
ば
い
い

が
、
だ
め
な
場
合
は
音
信
不
通
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
中
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
滞
在
先
で
先
生
か
ら
の
メ
ー
ル
を
拝
受
し
た
。
そ
れ
は
、
出
発
前

に
紀
要
の
出
稿
願
を
提
出
し
て
い
た
の
で
ど
う
し
ま
す
か
と
私
の
意
向
を
尋

ね
ら
れ
る
メ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
出
国
前
は
書
く
つ
も
り
で
い
た
の
だ
が
、
出

て
し
ま
う
と
資
料
収
集
に
追
わ
れ
て
と
て
も
落
ち
着
い
て
書
け
る
状
況
に
は

な
か
っ
た
。
自
分
の
非
才
ぶ
り
を
改
め
て
恥
じ
入
り
つ
つ
も
、
申
し
訳
な
い

け
れ
ど
も
提
出
で
き
ま
せ
ん
と
書
き
送
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
。
国
内
に

あ
っ
て
も
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
が
普
通
な

の
で
、
な
ん
と
ご
実
直
な
お
人
柄
の
先
生
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
入
っ
た
。

　

帰
国
後
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
直
接
面
識
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
メ
ー
ル
越
し
に
想
像
し
た
そ
の
ま
ま
の
先
生
で
、
ご
担
当
の
公
務
分
掌

の
事
柄
に
関
し
て
も
メ
ー
ル
で
こ
ま
め
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。
強
い
責

任
意
識
の
成
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　

一
年
を
残
し
て
の
ご
退
職
で
、
札
幌
に
戻
ら
れ
る
と
聞
く
。
今
後
の
さ
ら
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

二
一
六

な
る
ご
活
躍
を
祈
念
し
た
い
。
ま
た
札
幌
は
ロ
シ
ア
関
係
の
機
関
、
研
究
者

が
多
く
、
私
も
赴
く
こ
と
が
あ
る
。
札
幌
で
ま
た
お
目
に
か
か
る
こ
と
も
あ

る
こ
と
と
思
う
。
今
後
も
宜
し
く
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
、
送
る

言
葉
に
し
た
い
。

　
　

河
内
先
生
の
御
退
職
に
際
し
て

中
村　
　

純　

　

河
内
先
生
、
短
い
間
で
し
た
が
い
ろ
い
ろ
と
お
教
え
い
た
だ
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
先
生
が
法
政
に
お
い
で
く
だ
さ
っ
た
の
は
た
し

か
二
〇
〇
七
年
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
す

ぐ
あ
と
二
〇
〇
八
年
か
ら
は
私
の
方
が
学
科
会
議
に
も
出
な
い
よ
う
な
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
お
仕
事
を
御
一
緒
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
ど
こ
ろ
か
顔
を

あ
わ
せ
る
こ
と
も
同
じ
学
科
の
教
員
同
士
に
し
て
は
ず
い
ぶ
ん
少
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
ん
だ
か
、
勝
手
な
言
い
分
で
す
が
、
ず
い

ぶ
ん
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
は
私
の
北
海
道
大
学

時
代
の
恩
師
の
こ
と
を
河
内
先
生
が
よ
く
ご
存
知
で
、
お
目
に
か
か
っ
た
最

初
の
時
か
ら
そ
ん
な
話
が
出
来
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
あ
る
時
は
ろ
く
ろ
く
研
究
も
せ
ず
に
ほ
か
の
仕
事
に
か
ま
け
て
い
る
私

に
、
い
つ
ま
で
も
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
北
大
の
先
生
に
破
門
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
よ
、
と
冗
談
め
か
し
て
笑
い
な
が
ら
た
し
な
め
て
い
た
だ
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
き
っ
と
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
も
聞
く
わ
け
も
な
い

と
思
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
言
わ
れ
た
方
と
し
て
は
、
骨
身

に
し
み
て
ず
い
ぶ
ん
あ
り
が
た
く
思
い
、
そ
し
て
ま
た
反
省
も
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
こ
の
文
を
書
き
な
が
ら
相
変
わ
ら
ず
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
自
分

を
振
り
返
る
と
、
も
う
二
度
と
御
忠
告
を
い
た
だ
く
こ
と
も
な
い
の
だ
な
と

寂
し
く
思
う
ば
か
り
で
す
。
ご
忠
告
を
忘
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

河
内
祥
輔
先
生
を
送
る

小
口　

雅
史　

　

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
が
河
内
先
生
に
初
め
て
お
目
に

か
か
っ
た
の
は
、二
〇
〇
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
北
海
道
大
学
を
定
年
退
官
後
、

法
政
大
学
へ
お
出
で
い
た
だ
く
、
そ
の
関
連
行
事
に
お
い
て
の
こ
と
な
の
で

あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
直
接
の
、
と
限
定
す
れ
ば
、
意
外
に
短
い
お
つ
き
あ

い
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
先
生
は
当
初
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
奉
職

し
て
お
ら
れ
た
が
、
私
が
本
郷
に
進
学
し
た
す
ぐ
あ
と
に
北
大
に
転
出
さ
れ

た
の
で
、
史
料
編
纂
所
勤
務
中
に
も
お
会
い
し
て
は
い
な
い
。

　

河
内
先
生
は
ご
専
門
の
中
世
天
皇
制
な
い
し
中
世
の
朝
廷
関
係
の
も
の
の

ほ
か
に
、
古
代
天
皇
制
に
関
す
る
著
書
は
も
ち
ろ
ん
と
し
て
、
さ
ら
に
律
令

班
田
収
授
制
な
い
し
勅
旨
田
と
い
っ
た
古
代
の
土
地
制
度
に
つ
い
て
の
論
文

や
、
書
評
が
多
数
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
私
の
専
門
に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

当
然
旧
知
の
関
係
で
あ
ろ
う
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
日
本
中
世
史
に
は
、
中
央
の
学
会
で
な
か
な
か
お
目
に
か
か
れ

な
い
二
人
の
大
家
が
お
ら
れ
る
こ
と
は
「
業
界
」
内
部
で
は
周
知
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
お
一
人
が
も
ち
ろ
ん
河
内
先
生
で
あ
る
。
河
内
先
生

を
法
政
大
学
に
お
迎
え
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
き
、
学
部
内
の
複
数
の
女
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二
一
七

河
内
祥
輔
先
生
を
送
る

性
教
授
陣
か
ら
「
私
、
河
内
先
生
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
の
！
な
か
な
か
お
目
に

か
か
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
ん
ど
同
僚
に
な
れ
て
う
れ
し
い
。

ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
、
す
で
に
想
い
出
の
内
に

な
っ
た
。

　

先
生
の
ご
研
究
は
多
岐
に
わ
た
り
、
と
く
に
初
期
に
は
、
先
に
も
触
れ
た

よ
う
に
日
本
古
代
史
分
野
で
も
豊
富
な
業
績
を
お
持
ち
で
あ
る
が
、
先
生
の

古
代
史
研
究
は
、
古
代
史
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
最
終
的
に
は

荘
園
制
が
成
立
す
る
に
い
た
る
、
そ
の
道
筋
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
を
通
し
て
、
日
本
史
と
い
う
も
の
に
つ
い

て
の
一
つ
の
見
通
し
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一
般
に

古
代
と
か
中
世
と
い
う
言
葉
で
時
代
を
分
け
る
と
、
そ
こ
に
は
質
的
な
違
い

が
あ
る
か
の
よ
う
に
思
う
方
が
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
実
の
と
こ
ろ
は
同
質
の

社
会
が
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
い
る
と
い
う
の
が
日
本
史
の
実
態
で
は

あ
る
ま
い
か
。
そ
の
特
徴
の
最
た
る
も
の
が
、
天
皇
を
頂
点
と
す
る
朝
廷
と

い
う
存
在
に
、
顕
著
に
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
研
究
へ
と
繋

が
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
拝
察
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、

先
生
の
唱
え
る
著
名
な
「
正
統
の
論
理
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
ま
た
法
政
大
学
赴
任
後
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
大
著
『
日
本
中
世
の
朝
廷
・

幕
府
体
制
』
で
は
「
朝
廷
再
建
運
動
」
と
い
う
概
念
も
提
起
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

六
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
私
ど
も
は
こ
う
し
て
、

先
生
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
本
年
度

か
ら
は
「
古
文
書
学
的
手
法
の
創
造
に
よ
る
日
本
・
西
欧
の
社
会
秩
序
と
封

建
制
移
行
過
程
の
比
較
研
究
」
と
題
す
る
科
学
研
究
費
補
助
金
グ
ル
ー
プ
の

研
究
代
表
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
助
成
期
間
は
四
年
間
で

す
の
で
、
本
学
ご
退
職
後
も
し
ば
し
ば
上
京
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
で
す
か
ら
ま
だ
ま
だ
先
生
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

け
そ
う
で
す
。
ご
健
康
に
十
分
留
意
さ
れ
、
今
後
と
も
引
き
続
き
、
ご
指
導

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

河
内
祥
輔
先
生
を
送
る

小
倉　

淳
一　

　

河
内
祥
輔
先
生
が
着
任
さ
れ
る
と
き
、
同
郷
の
大
先
輩
を
お
迎
え
す
る
よ

う
な
気
が
し
て
頼
も
し
く
感
じ
て
い
た
。
先
生
は
札
幌
南
高
等
学
校
ご
出
身

で
、
私
の
出
生
地
と
な
っ
た
家
は
札
幌
市
内
に
そ
び
え
る
藻
岩
山
の
麓
（
市

立
旭
丘
高
等
学
校
の
校
門
前
）
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
先
生

が
札
幌
で
高
校
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
た
頃
、
私
は
こ
の
世
に
ま
だ
影
も
形

も
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
先
生
が
北
海
道
大
学
に
赴
任
さ
れ
た

頃
に
は
、
私
は
す
で
に
北
海
道
を
離
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
同

じ
北
の
大
地
で
生
を
受
け
た
者
と
し
て
勝
手
に
親
近
感
を
覚
え
て
い
た
私
は
、

先
生
の
ご
着
任
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
の
だ
。

　

研
究
室
が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
先
生
に
は
日
頃
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
お
話
し
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。
は
じ
め
の
年
に
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
先
生
が
東
京
に
お
越
し
に
な
っ
て
楽
に
な
っ
た
こ
と
は
、
何
と
い
っ

て
も
雪
か
き
を
し
な
く
て
よ
く
な
っ
た
こ
と
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で

あ
っ
た
。
ほ
ん
と
う
に
し
み
じ
み
と
お
話
し
に
な
っ
た
。
失
礼
な
が
ら
、
先

生
が
雪
か
き
を
さ
れ
て
い
る
お
姿
を
全
く
想
像
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

二
一
八

が
、
雪
の
深
さ
と
寒
さ
を
お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
の
中
に
た
ぐ
り
つ
つ
、
北
国
の

生
活
の
ご
苦
労
を
感
じ
た
次
第
で
あ
る
（
ち
な
み
に
北
海
道
は
粉
雪
な
の
で

雪
が
軽
い
な
ど
と
あ
な
ど
っ
て
は
い
け
な
い
。
降
り
積
も
っ
た
雪
の
重
さ
は

想
像
以
上
な
の
で
あ
る
）。

　

先
生
の
お
仕
事
ぶ
り
を
近
く
で
拝
見
し
て
い
て
、
い
ち
ば
ん
見
習
い
た
い

と
思
っ
た
の
は
学
生
と
の
対
話
の
姿
勢
で
あ
る
。
用
事
が
あ
っ
て
先
生
の
研

究
室
の
扉
を
叩
く
と
、
多
く
の
場
合
先
生
は
学
生
と
談
笑
し
て
お
ら
れ
た
。

そ
れ
が
ゼ
ミ
や
卒
論
の
指
導
と
い
う
機
会
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
今
と
な
っ

て
は
わ
か
ら
な
い
が
、
時
に
は
数
人
の
学
生
を
交
え
て
楽
し
そ
う
に
話
さ
れ

て
い
る
様
子
に
接
す
る
た
び
に
、
ま
た
先
生
の
お
邪
魔
を
し
て
し
ま
っ
た
と

心
の
片
隅
で
思
い
な
が
ら
、
暖
か
い
雰
囲
気
の
中
で
研
究
や
ゼ
ミ
に
つ
い
て

の
直
接
の
指
導
を
大
事
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
を
多
く
の
学
生
と
続
け

て
お
ら
れ
る
こ
と
を
い
つ
も
感
じ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
河
内
先
生

と
ゼ
ミ
生
有
志
の
諸
君
を
横
浜
の
博
物
館
に
ご
案
内
で
き
た
こ
と
や
、
法
政

大
学
史
学
会
の
見
学
会
で
先
生
に
金
沢
文
庫
と
鎌
倉
を
ご
案
内
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大
変
よ
い
機
会
に
な
っ
た
。
そ
し
て
仕
事
上
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
先
生
の
お
知
恵
を
い
た
だ
い
た
。
ご
体
調
の
面
で
先
生
に
ず

い
ぶ
ん
無
理
を
お
願
い
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
は
お
詫
び
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

先
生
が
札
幌
に
お
帰
り
に
な
る
と
う
か
が
い
、
さ
び
し
い
気
持
ち
で
一
杯

で
あ
る
が
、
故
郷
で
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

ぜ
ひ
今
度
は
北
海
道
で
お
目
に
か
か
れ
ま
す
よ
う
に
。

　
　

河
内
祥
輔
先
生
を
送
る

齋
藤　
　

勝　

　

こ
の
二
年
、
校
務
の
関
係
で
校
内
を
よ
く
歩
き
回
っ
て
い
た
が
、
ど
う
い

う
わ
け
か
河
内
先
生
を
お
見
か
け
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
河
内
先
生
が
と

り
わ
け
よ
く
校
内
を
徘
徊
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
も
な
く
、
お
そ
ら
く
他
の

先
生
方
も
歩
い
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
、
単
に
こ
ち
ら
が
気
づ
い
た
か
否
か
の

問
題
で
あ
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
河
内
先
生
が
校
内
を
歩
い
て
い
る
と
、

遠
く
か
ら
で
も
気
づ
い
て
し
ま
う
の
だ
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
先
生
は
目
立
つ
体
格
を
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、

た
だ
歩
い
て
い
る
だ
け
で
特
別
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
で

は
、
な
ぜ
河
内
先
生
が
私
の
視
野
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
先
生
の
持
つ
空
気
の
力
な
の
だ
と
思
う
。

　

河
内
先
生
が
持
つ
空
気
は
、
私
が
学
生
だ
っ
た
二
十
年
前
に
「
大
家
」
と

さ
れ
て
い
た
先
生
達
か
ら
感
じ
た
空
気
と
一
緒
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
学
者
」

の
持
つ
空
気
で
あ
り
、
私
が
憧
れ
た
空
気
で
あ
り
、
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
感

じ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
空
気
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
空
気
に
触
れ
る
と

学
問
を
志
し
た
頃
の
気
持
ち
が
蘇
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
河
内
先
生
を
お
見
か
け
し
た
時
に
私
が
ど
う
し
た
か
と
い
え

ば
、
声
を
お
か
け
し
た
の
は
失
礼
な
が
ら
三
回
に
一
回
く
ら
い
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
最
大
の
理
由
は
、
私
と
の
長
話
（
ご
存
知
の
方
も
多
い

で
し
ょ
う
が
、
話
し
だ
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
。
し
か
も
下
ら
な
い
。）
で
先
生

の
貴
重
な
お
時
間
を
浪
費
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
仕
事
に
か
ま
け
て
研
究
を
怠
っ
て
い
る
自
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二
一
九

河
内
祥
輔
先
生
を
送
る

分
に
引
け
目
が
あ
っ
た
か
ら
。

　

そ
ん
な
あ
る
時
、
先
生
か
ら
「
じ
っ
く
り
研
究
に
専
念
す
べ
き
年
齢
な
の

に
校
務
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
さ
せ
て
し
ま
い
、
年
長
者
と
し
て
申
し
訳
な
い
。」

と
労
い
の
言
葉
を
か
け
て
頂
い
た
こ
と
は
忘
れ
が
た
い
思
い
出
で
あ
る
。

　

河
内
先
生
が
法
政
大
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
わ
ず
か
六
年
間
に
過
ぎ

な
い
が
、
そ
の
間
に
河
内
先
生
に
感
化
さ
れ
学
問
に
取
り
組
ん
だ
人
の
数
は

ど
れ
ほ
ど
に
上
る
だ
ろ
う
か
。
出
来
る
こ
と
な
ら
、
全
学
生
・
教
員
の
た
め

に
一
年
で
も
長
く
法
政
大
学
に
い
て
頂
き
た
い
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
る
が
、

先
生
の
北
海
道
へ
の
愛
の
深
さ
も
よ
く
存
じ
あ
げ
て
い
る
の
で
、
無
下
に
お

引
き
留
め
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
せ
め
て
北
海
道
を
訪
れ
た
折
に
で
も
、

お
会
い
し
て
頂
け
れ
ば
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　
　

河
内
先
生
の
思
い
出

古
澤　

直
人　

　

河
内
先
生
と
の
学
問
上
の
出
会
い
は
約
三
十
年
前
に
遡
る
。
私
が
大
学
院

に
入
っ
て
二
年
目
の
一
九
八
二
年
、
河
内
先
生
の
「
御
成
敗
式
目
の
法
形
式
」

と
い
う
論
文
が
『
歴
史
学
研
究
』
五
〇
九
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
は
、

御
成
敗
式
目
に
関
す
る
佐
藤
進
一
氏
の
学
説
、
い
わ
ゆ
る
「
原
式
目
論
」
を

真
っ
向
か
ら
批
判
し
、
式
目
の
法
形
式
が
律
令
の
条
文
構
成
が
依
拠
す
る
と

結
論
さ
れ
、
式
目
を
延
喜
式
に
連
な
る
「
式
条
法
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
式
目
を
研
究
課
題
と
し
て
い
た
私
は
、
目
の
前
に
突
如
現
れ
た

新
説
で
あ
っ
た
河
内
先
生
の
論
文
と
格
闘
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

当
時
は
河
内
説
の
全
体
像
と
正
面
か
ら
対
決
し
な
い
ま
ま
、
式
目
一
条
か
ら

八
条
ま
で
と
三
五
条
に
つ
い
て
の
（
式
目
と
律
令
の
）
対
応
関
係
の
疑
点
の

み
を
掲
げ
て「
河
内
説
に
は
に
わ
か
に
従
え
な
い
」と
安
直
な
形
で
処
理
し
て
、

自
説
の
展
開
を
急
い
だ
覚
え
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
か
、
式
目
に
関
す
る
河
内

説
の
主
張
は
現
在
に
い
た
る
ま
で
胸
に
引
っ
か
か
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
石
母

田
正
氏
を
は
じ
め
、
中
世
史
研
究
者
は
式
目
を
高
く
評
価
す
る
人
が
多
い
（
貶

す
人
は
あ
ま
り
み
た
こ
と
が
な
い
）。
私
も
そ
の
通
説
の
延
長
線
上
に
す
ぎ
な

い
か
ら
、
内
心
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
河
内
先
生
は
そ
う
し
た

通
説
に
敢
然
と
一
人
異
を
唱
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
そ
の
四
年
後
、

『
古
代
政
治
史
の
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』
を
発
表
さ
れ
た
。
私
の
理
解
で
は
、

そ
の
後
の
先
生
の
厖
大
な
著
作
群
は
、
こ
の
著
書
の
主
張
を
も
と
に
展
開
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
河
内
先
生
の
著
作
群
の
原
点
に
位
置
す
る
仕
事
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
〈
古
代
政
治
史
の
事
件
や
争
点
は
つ
ね
に
天
皇
と
い
う
存

在
に
発
す
る
が
、
朝
廷
と
い
う
組
織
に
と
っ
て
最
大
の
問
題
は
、
天
皇
の
権

威
が
確
立
す
る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
天
皇
の
権
威
は
皇
統
の
形
成
に
よ
っ
て

確
立
さ
れ
る
〉
と
い
う
言
説
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
契
機
に
、
堰
を
切
っ

た
か
よ
う
に
発
表
し
続
け
ら
れ
た
厖
大
な
著
述
群
で
、
こ
の
視
点
か
ら
一
貫

し
て
南
北
朝
期
ま
で
分
析
し
よ
う
と
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
世
に
関

し
て
は
、
一
九
九
〇
年
『
頼
朝
の
時
代
』
に
お
い
て
〈
皇
位
継
承
問
題
か
ら

み
た
治
承
寿
永
の
内
乱
理
解
〉
を
示
さ
れ
、
頼
朝
を
は
じ
め
〈
後
白
河
の
権

威
に
対
す
る
武
士
の
従
属
性
〉
を
指
摘
さ
れ
た
。
別
言
す
る
と
、
天
皇
（
後

白
河
）
に
幕
府
が
直
接
従
属
す
る
朝
廷･

幕
府
体
制
と
い
う
体
制
理
解
を
示

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
観
点
は
、『
保
元
の
乱･

平
治
の
乱
』（
二
〇
〇
二
年
）、

近
年
の
『
日
本
中
世
の
朝
廷･

幕
府
体
制
』（
二
〇
〇
七
年
）、『
天
皇
と
中
世

の
武
家
』
第
１
部
「
鎌
倉
幕
府
と
天
皇
」（
二
〇
一
一
年
）
ま
で
一
貫
し
て
い
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法
政
史
学

　
第
七
十
九
号

二
二
〇

る
。〈
天
皇
権
威
の
確
立
〉〈「
正
統
」
の
理
念
か
ら
み
た
天
皇
観
〉〈
朝
廷･

幕
府
体
制
の
議
論
〉
な
ど
、
つ
ね
に
通
説
に
と
ら
わ
れ
ぬ
孤
高
の
ス
タ
イ
ル

を
貫
か
れ
て
き
て
い
て
、
こ
れ
は
、
三
〇
年
前
と
変
わ
ら
ぬ
先
生
の
学
説
の

特
色
で
あ
る
。
実
は
今
、と
あ
る
事
情
で
、三
〇
年
前
と
同
様
に
、先
生
の
「
平

治
の
乱
」
の
議
論
と
格
闘
中
で
あ
る
。
史
料
の
誤
読
は
な
い
か
、
論
理
の
破

綻
は
な
い
か
、
と
、
ち
ょ
っ
と
褒
め
ら
れ
な
い
読
み
方
で
、
一
字
一
句
を
追
っ

て
い
る
。
そ
の
作
業
で
分
か
っ
た
の
は
、
容
易
に
異
論
を
許
さ
ぬ
、
先
生
の

学
説
体
系
の
な
か
で
の
強
靱
な
論
理
性
で
あ
る
。
せ
っ
か
く
、
法
政
に
い
ら

し
た
の
に
も
っ
と
教
え
を
乞
え
ば
よ
か
っ
た
。
気
が
小
さ
く
で
、
先
生
の
研

究
室
を
訪
ね
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
頃
に
な
っ
て
そ
れ
が
悔
や
ま
れ
て
な
ら
な

い
。

（
法
政
大
学
経
済
学
部
教
授
）

　
　

河
内
先
生
と
の
六
年
間

本
間　

志
奈　

　

私
が
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
進
学
し
た
年
、
河
内
先
生
は
法
政
へ
赴
任

下
さ
っ
た
。
そ
の
少
し
前
、
新
任
の
先
生
が
河
内
先
生
だ
と
判
っ
た
時
、
嬉

し
く
思
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
先
生
の
御
名
前
や
御
研
究
は
勿
論
以

前
か
ら
存
じ
上
げ
て
は
い
た
が
、
学
部
の
頃
の
恩
師
か
ら
、
河
内
先
生
の
お

話
を
何
度
か
伺
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
是
非
一
度
お
目
に
か
か
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
研
究
者
の
お
一
人
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
初
め
て

お
目
に
か
か
っ
た
時
の
穏
や
か
で
気
さ
く
な
先
生
の
ご
様
子
に
、
大
変
感
動

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

先
生
の
赴
任
後
、
私
は
『
吾
妻
鏡
』
を
読
み
進
め
る
ゼ
ミ
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
正
直
、『
吾
妻
鏡
』
に
つ
い
て
は
そ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
で
そ

れ
な
り
に
読
み
込
ん
で
き
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
本
当
に
た
だ
の

「
つ
も
り
」
で
あ
っ
た
。
先
生
の
御
見
識
の
深
さ
・
広
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、

自
身
の
未
熟
さ
を
痛
感
し
た
。
承
久
の
乱
・
宝
治
合
戦
、
そ
し
て
治
承
四
年

の
頼
朝
の
挙
兵
記
事
を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
だ
が
、
こ
ち
ら
と
し

て
は
学
年
も
学
年
で
あ
り
、
担
当
箇
所
へ
の
調
査
力
に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り

に
自
信
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
先
生
は
黒
い
フ
ァ
イ
ル
を
開
か
れ
、
穏
や
か
に

不
足
し
て
い
る
部
分
を
指
摘
下
さ
れ
た
。
そ
の
黒
い
フ
ァ
イ
ル
に
は
何
で
も

収
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
中
々
太
刀
打
ち
で
き
ず
、
稀
に
先
生
の
ご
存
じ

な
い
史
料
等
を
掲
げ
る
こ
と
が
出
来
た
時
な
ど
は
、
内
心
相
当
喜
ん
だ
も
の

で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
先
生
と
の
六
年
間
で
強
く
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

二
〇
一
一
年
四
月
に
我
が
家
に
院
生
達
と
お
越
し
下
さ
っ
た
時
の
こ
と
だ
。

我
が
家
は
寺
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
年
は
「
武
相
卯
歳
観
音
霊
場
巡
り
」

と
呼
ば
れ
る
一
二
年
に
一
度
の
御
開
帳
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
越
し
い
た

だ
け
た
の
だ
が
、
寺
の
周
辺
を
案
内
し
て
い
る
際
に
、「
あ
な
た
は
こ
う
い
う

所
で
生
活
し
て
き
た
ん
だ
ね
ぇ
」
と
感
慨
深
げ
に
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
こ
と
が
、

と
て
も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
私
の
危
機
感
の
な
い
学
生
生
活
に
、
い

つ
も
の
よ
う
に
柔
ら
か
く
ご
注
意
下
さ
っ
た
の
か
、
或
い
は
別
の
意
味
な
の

か
、
お
言
葉
の
意
味
を
知
り
た
い
よ
う
な
知
り
た
く
な
い
よ
う
な
複
雑
な
気

持
ち
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
思
い
出
は
尽
き
な
い
が
、
こ
の
辺
で
擱
筆
し
た
い
。

　

河
内
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
け
た
六
年
間
は
、
私
に
と
っ
て
と
て
も
充
実

し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
頼
り
な
い
ゼ
ミ
の
年
長
者
と
し
て
多
大
な
ご
迷
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二
二
一

河
内
祥
輔
先
生
を
送
る

惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
は
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
、
ま
た
、
そ
ん
な
私
に

も
諦
め
る
こ
と
な
く
丁
寧
に
ご
指
導
下
さ
っ
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
し
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
河
内
先
生
の
益
々
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

河
内
先
生
の
言
葉

花
岡　

康
隆　

　

二
〇
〇
八
年
の
一
月
も
半
ば
を
過
ぎ
た
頃
、
私
は
路
頭
に
迷
っ
て
い
た
。

ど
う
に
か
修
士
論
文
を
提
出
し
た
は
よ
い
も
の
の
、
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い

な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

学
校
の
教
員
を
し
な
が
ら
研
究
を
続
け
る
と
い
う
「
二
足
の
草
鞋
」
に
憧

れ
て
い
た
私
は
大
学
院
修
了
後
の
職
業
と
し
て
私
立
高
校
の
教
員
を
志
望
し

て
い
た
。
し
か
し
、い
く
ら
採
用
試
験
を
受
け
て
も
不
採
用
通
知
が
届
く
日
々
。

そ
ん
な
日
々
の
中
で
肝
心
な
修
士
論
文
も
納
得
い
く
も
の
を
ま
と
め
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
行
き
先
も
決
ま
ら
ず
、
研
究
も
中
途
半
端
な
ま
ま
で
修

士
課
程
を
終
え
て
い
く
自
分
の
不
甲
斐
な
さ
に
自
暴
自
棄
に
な
り
つ
つ
あ
っ

た
。

　

そ
ん
な
頃
の
あ
る
日
、
最
終
面
接
ま
で
進
ん
で
い
た
高
校
が
結
局
不
採
用

だ
っ
た
と
い
う
報
告
を
す
る
た
め
先
生
の
研
究
室
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

落
ち
込
む
私
を
見
る
に
見
か
ね
た
先
生
は
私
を
研
究
室
に
招
き
入
れ
て
く
だ

さ
る
と
、
な
ぜ
か
研
究
に
つ
い
て
の
話
を
始
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
先
生
が
私

に
お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉
が
意
外
な
も
の
だ
っ
た
。

　
「
あ
な
た
は
史
料
を
読
む
の
が
好
き
だ
か
ら
、
ぜ
ひ
研
究
を
続
け
て
ほ
し
い
」

　

こ
の
言
葉
、
先
生
は
何
気
無
く
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
だ
と
思
う
（
多
分
、
先

生
は
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
だ
ろ
う
…
）。
し
か
し
、
自
信
を
失
い
目
標

を
諦
め
か
け
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
き
な
一
言
だ
っ
た
。
出
来
の

悪
い
自
分
を
先
生
が
そ
ん
な
風
に
思
っ
て
い
て
下
さ
っ
た
と
は･･･

。
私
は
そ

の
言
葉
で
再
び
目
標
に
向
か
っ
て
奮
起
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
に
か
く
と

び
き
り
に
嬉
し
い
一
言
だ
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
後
、
私
は
ど
う
に
か
あ
る
高
校
の
講
師
と
し
て
教
壇
に
立
つ
こ
と
が

で
き
、
現
在
は
幸
い
に
も
地
元
の
公
立
高
校
に
奉
職
し
て
い
る
。
ま
た
、
先

生
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
博
士
課
程
に
在
籍
し
な
が
ら
研
究
も
続
け
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
。
あ
の
日
の
先
生
の
言
葉
が
な
け
れ
ば
今
の
自
分
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
先
生
の
言
葉
を
「
二
足
の
草
鞋
」
の
原
動

力
と
し
て
頑
張
っ
て
い
く
つ
も
り
だ
。

　

私
が
高
校
の
教
師
と
し
て
目
標
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
教

え
子
が
道
に
迷
っ
た
時
、
そ
っ
と
進
む
べ
き
道
を
照
ら
し
て
や
る
よ
う
な
言

葉
を
か
け
ら
れ
る
教
師
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
あ
の
日
の
河
内
先
生
の
よ

う
に
。

　

河
内
先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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